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富山ろうさい病院では、毎月、ケーブルテレビ「NICE TV」で放送中の行政番組

「まちかど魚津」に、各診療科の医師が出演し、最新の医療情報を提供しています。

放送日程：2025 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日

放送時間：①午前７時　 ②午後１時　③午後５時　  ④午後 10 時

「（仮）やけどの種類と症状に応じた治療方法」
（出演者）形成外科部長　篠川　靖夫

【過去の放送はこちらから】
URL https://www.toyamah.johas.go.jp/movie/index.html/

過去の放送はこちらの

QRコードからも確認できます。

最近息切れが気になる方はいらっしゃいますか？息切れの原因として、狭心

症、弁膜症、心不全といった心臓病が原因のことがあります。

その中でも今回は、弁膜症についてお話ししたいと思います。テレビでも

『それ弁膜症が原因かも』というフレーズのCMがあるので目にした方もいらっ

しゃるかと思います。弁膜症とは、弁という心臓の血液の通り道についている

蓋がなんらかの原因で開きにくくなったり、逆に閉まりにくくなったりして血

液が通りにくかったり、逆流してしまうことで息切れ、浮腫などの症状が出る

病気です。

弁膜症には重症度があります。軽症や中等症では、経過観察や薬物治療になります。しかし、重症

になると薬でも病気のコントロールが難しく手術やカテーテル治療が必要になります。

代表的な弁膜症に大動脈弁狭窄症、僧帽弁閉鎖不全症という弁膜症があります。今までは外科的手

術でしか治せない病気でしたが、昨今では体の負担が少ないカテーテル治療が可能になりました。具

体的に言うと、TAVIという大動脈弁狭窄症に対する治療とMitra Clipという医療機器を使用した僧帽

弁閉鎖不全症に対する治療です。

TAVIは、主に鼠径部(足の付け根)から人工弁付きのカテーテルを血管に入れて開きにくくなった大

動脈弁を人工弁に置き換える治療です。新しく替えた人工弁により元気な心臓になります。

Mitra Clipは、鼠径部から血管にカテーテルを入れて心臓までカテーテルを運び、しっかり閉まら

なくなり血液が逆流してしまう僧帽弁をクリップでつまんでちゃんと閉じるように治す治療です。そ

れにより、血液の逆流がなくなったり、少なくなったりして元気な心臓になります。どちらも低侵襲

なので、主に体力的に手術が難しいような高齢者に対して主に行われます。歳だからといって治療を

諦めなくても良くなりました。

今までは、手術できない患者さんの心臓病は治せないことがありましたが、これからは進歩してい

る循環器治療でどんな心臓病でも直せる時代になっていくと思います。

最近、息苦しいと感じる患者さんは是非循環器内科を受診して下さい。労災病院を受診して頂けれ

ば原因を詳しく調べます。皆さんが元気に長生きできるようサポートできればと考えています。

今後ともよろしくお願いいたします。
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